










著し、共住修道制の礎を築いたことに端を発する。その後中期ビザンティン期（9 世紀～ 12 世紀）
の修道文化の興隆を経て、現在 1500 以上の岩窟聖堂が残り、そのうち 250 強の聖堂に壁画が残




ルファニオン神父 Guillaume de Jerphanion に始まった。彼は、ネヴシェヒルのギョレメ渓谷を
中心としたカッパドキアの東側の地域を踏査し、発見した聖堂をすべてナンバリングし、二巻四
分冊でそれを体系的にまとめた 3。そして修道文化が栄えた中期ビザンティン期を、6 世紀〜 9 世
1　本稿は東方キリスト教研究会・関西ビザンツ研究会（2016 年10 月29 日、於京都大学）と日本ビザンツ学会
第15 回大会（2017 年3 月29 日、於大阪市立大学）で行った報告、金沢大学に提出した卒業論文を加筆修正した
ものである。関係者各位にこの場を借りて感謝の意を表したい。







紀後半の初期、9 世紀末〜 10 世紀前半のアルカイック期 4、10 世紀後半の過渡期 5、11 世紀の盛期、
12世紀〜13世紀の末期に区分した。これによって彼は、カッパドキア研究の礎を成すこととなる。
　ジェルファニオン以降、彼の研究を引き継いだニコール及びミシェル・ティエリー夫妻 Nicole 
& Michel Thierry は、1960 年代にウフララ渓谷のカッパドキアの西側地域、ギョレメ渓谷の北
に位置するアクテペ周辺のギュリュ・デレ（バラの谷）やクズル・チュクル（赤い谷）などを踏
査し、発見した聖堂をジェルファニオンの扱ったそれと合わせて体系化した 6。ルチアーノ・ジョ
ヴァンニ Luciano Giovanni は既存の研究で知られた聖堂を網羅的に収集し、等高線付きの地図
上に黒点で記した 7。こうした調査と同時に、マルセル・レストレ Marcell Restle などの多角的な
研究によって、ジェルファニオンの設定した聖堂の制作年代に異見が唱えられ始める 8。ニコール・
















4　Cormack (1967), pp. 21-22 は、銘文によって11 世紀に建立したと特定できる3 つの聖堂― ソーアンルのア











　筆者は 2016年 2月 24日に同地で壁画の残る聖堂を発見した 12。その壁画の一つをエウスタティ
オスの騎馬像と同定したが、ジェルファニオンの研究においても、そしてティエリー 13 やジョリ












　未報告聖堂はウフララ渓谷の西岸にあり、北緯 38 度 15 分 17.4 秒、東経 34 度 18 分 05.5 秒
（38°15'17.4"N, 34°18'05.5"E）16 に位置する。平面図（図 2）において斜線が密な部分は岩盤を表し、
疎らな部分は岩盤が崩れていることを示す。聖堂内は全体的に土砂が堆積しており、床面を見る
ことはできない。聖堂はまず単廊式の空間が三つ連なり、西の奥にニッチがある。中央の空間（以
下 I とする）は南側に空間が張り出しており、I の北側にはさらに単廊式の空間（以下 II とする）
が広がっている。Iは天井の高さが約190cmであるのに対し、II側は極端低く約100cmほどである。
また II は I に比べ砂の量が多い。II の東側が特にひどく、場所によっては砂に埋もれて 30cm 程
の高さしかない。東側は岩が崩れている。IIを西へ行くと立ち上がれる高さになり、通路が現れる。






14　Joliet-Lévy (1991A), pp. 106-109; Joliet-Lévy (1991B), pp. 15-26 et passim; Joliet-Lévy (2015), pp. 39-41, 






























































鹿の方が大きく描かれている。また両者の間には、ΕΓΟ ΙΜΙ ΧC Ο ΠΛΑΚΙΔΑ . .  . Ε ΔΙω . . とい
う銘文が残されている。ティエリー 24 はこれを、Εγο ειμι Χριστος ώ Πλαχίδα τί με διώχεις すな
17　John Damascene, Contra imaginum calumniatores orationes tres/ Three Treatises Against those who Repudiate 
the Icons, pp. 129-130. ダマスコスのヨアンニスが著した『聖像擁護論』という全三巻の著作である。うち第三
巻は菅原裕文により翻訳される（近刊）。
18　ウォラギネ（1987）、147-159 頁。エウスタティオスの聖人伝は他に、Acta SS Sept. (1867), Acta Sanctorum 
Bollandiana, Septembris, VI, pp. 124-125.
19　Theirry (1983), vol. 1, pp. 157-159.
20　Thierry (1991).
21　ギュリュ・デレ3 番聖堂のエウスタティオスは、ティエリー（Thierry (1983), vol. 1, p. 121）によって既に
認められているが、エウスタティオスに関する論文（Thierry (1991)）では述べられていない。
22　Jolivet-Lévy (2001), pp. 333-336.
23　Giovannini, op. cit., p. 201; Thierry (1983), vol. 1., pp. 96-97; Thierry (1991), pp. 42 and 45; Joliet-Lévy 
(1991B).




シ 25 のアプシス入口の北側に描かれる幻視や、マヴルジャンの 3 番聖堂 26 の北壁の幻視にも見ら
れる。
　しかし初期の聖堂の図像には、馬が襲歩ではなく立ち止まって描かれている図像も見られ、そ




















25　Thierry (1991), p. 42; Jolivet-Lévy (1991A), pp. 101-103; Jolivet-Lévy (2001), p. 38.
26　Giovannini, op. cit., p. 204; Thierry (1972), pp. 255-257; Thierry (1991), p. 48; Jolivet-Lévy (1991A), p. 
102; Joliet-Lévy (1991B), pp. 247-248; Thierry (1994), vol. 2, p. 217, 394.
27　Giovannini, op. cit., p. 199; Thierry (1983), vol. 1, pp. 8-10; Thierry (1991), p. 41; Joliet-Lévy (1991B), p. 
163; Jolivet-Lévy (2001), pp. 35-37; Velmans (2002), p. 275.
28　Jerphanion, I, p. 584; Giovannini, op. cit., p. 201; Thierry (1994), vol. 2, pp. 343-346; Thierry (1991), p. 42..
29　ジェルファニオンの調査の際には、上層のラテン十字のみが確認されており、エウスタティオスの幻視はの
ちの剥落によって認められたものである。Jerphanion, I, p. 584.
30　Thierry (1991), pp. 44 and 54, pl. IV.
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象を与えられている。またここには鹿の右側に銘文が残されており、Ο ΠΛΑΚΙΔΑ ΤΙ ΜΕ Δ/ . . 
. CΕΝ ΠΑΡΙΜΙ ΕΝ ΤΟ /ΚΕ ΥΠΟ CΟΥ ΔΙΟΚΟΜΕ とある。ティエリーはこれを「おおプラキド
ス、なぜ私を追うのか。私はキリスト。角の間にあり、そなたが追う者である Ὠ Πλαχίδα, τί 
με δ[ιώχεις, ὁ Χ(ριστὸ)ς ἔφη]σεν πάρείμι ἐν τῷ[ [ξύλῳ] καὶ ὑπό σου διώκομαι] と解釈している 
32。
　同時期にはユルギュップ近郊のパンジャルルーク・キリセ 33 の南壁、ギュリュ・デレ 3 番
聖堂に似るソーアンル渓谷のバル・キリセ 34 の南壁、ウフララ渓谷近郊のベリスルマのアル
チャク・カヤ・アルトゥ・キリセ（図 8）35 にもエウスタティオスの幻視図がある。アルチャ
ク・ カ ヤ・ ア ル ト ゥ・ キ リ セ に は、ΥΠΕΡ ΑΦΕCΕΟC ΑΜΑΡΤΙΟΝ ΤΟΥ ΔΟΥΛΟΥ ΤΟΥ 






した 38 ことで現在は確認できない。タヴシャンル・キリセ 39 においては東壁の全面、至聖所の右
側に位置しており、ジェルファニオンの発見した 1912 年の段階で既に剥落していた。現在は聖
人の頭と名前を表す銘文が辛うじて見える程度である。カラエ渓谷のパナギア聖堂 40 には入口の
31　Giovannini, op. cit., p. 201; Thierry (1983), vol. 1, pp. 157-159; Thierry (1991), p. 45; Joliet-Lévy (1991B), 
pp. 37-44.
32　Thierry (1983), vol. 1, p. 157.
33　Giovannini, op. cit., p. 199; Jolivet-Lévy (1991A), pp. 104-105; Joliet-Lévy (1991B), pp. 219-220.
34　Jerphanion, II, p. 256; Giovannini, op. cit., p. 204; Thierry (1991), p. 48, 50; Joliet-Lévy (1991B), pp. 255-256.
35　Giovannini, op. cit., p. 205; Thierry (1991), pp. 54-56; Velmans, op. cit., p. 275.
36　Thierry (1991), pp. 54 and 56.
37　Jerphanion, I, p. 148; Giovannini, op. cit., p. 202; Thierry (1991), p. 46; Joliet-Lévy (1991B), p. 113, 116.
38　Thierry (1991), p. 46.
39　Jerphanion, II, p.84; Thierry (1991), pp. 41-42.

























キリストの IC XC が認められている 48。
41　Giovannini, op. cit., p. 201; Thierry (1983), vol. 1, pp. 43-57; Thierry (1991), p. 45; Jolivet-Lévy (1991A), 
pp. 105-106; Joliet-Lévy (1991B), p. 15, 22.
42　Thierry (1991), p. 45.
43　Giovannini, op. cit., p. 202; Thierry (1983), vol. 1, pp. 8-10; Thierry (1991), pp. 46-48; Joliet-Lévy (1991B), 
p. 87; Velmans, op. cit., p. 276.
44　Jerphanion, II, pp. 371-372; Giovannini, op. cit., p. 204; Thierry (1983), vol. 1, p. 8; Thierry (1991), pp. 49-51; 
Joliet-Lévy (2015), pp. 287-288.
45　Jerphanion, II, pp. 371-372, pl. 200.1.
46　Jerphanion, II, pp. 240-245; Giovannini, op. cit., p. 204; Thierry (1991), pp. 51-52; Joliet-Lévy (1991B), 
pp. 249-253; Velmans, op. cit., p. 276.




　本論でエウスタティオスの幻視図は、初期（6 世紀〜 9 世紀後半）に 7 作例、アルカイック期
（9 世紀末〜 10 世紀前半）に 8 作例、過渡期（10 世紀後半）に 1 作例、盛期（11 世紀）に 2 作例、

























49　Thierry (1991), pp. 56-57.
50　Teteriatnikov (1984), pp. 154-164.
51　Thierry (1991), pp. 33-100.






年代 聖堂 （1） （2） （3）
初期
アギオス・ヨアンニス聖堂（チャヴシン） ○ ○ ×
カプル・ヴァドゥス・キリセシ（クルト・デレ） ○ ○ ×
マヴルジャン 3 番聖堂（マヴルジャン） ○ ○ ×
アギオス・ステファノス聖堂（ジェミル） ○ × ○
ゲイクリ・キリセ（ゼルヴェ） ○ × ○
ギュリュ・デレ 3 番聖堂（ギュリュ・デレ） ○ × ○




アイヴァル・キリセ（ギュリュ・デレ） ○ ○ ○
パンジャルルーク・キリセ（ユルギュップ） ○ × ○
バル・キリセ（ソーアンル） ○ × ○
アルチャク・カヤ・アルトゥ・キリセ（ベリスルマ） ○ ○ ×
アギオス・エウスタティオス聖堂（ギョレメ） ― ― ○
タヴシャンル・キリセ（ムスタファ・パシャ・キョイ） ― ― ―
パナギア聖堂（カラエ） ― ― ―
過渡期 大鳩小屋聖堂（チャヴシン） ― ― ○
盛期
サクル・キリセ（ギョレメ） × ○ ―
ゲイクリ・キリセ（ソーアンル） × ○ ×
末期
アギオス・ゲオルギオス聖堂（オルタキョイ） × ○ ×
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図 4a　未報告聖堂 エウスタティオスの幻視図 図 4b　未報告聖堂 エウスタティオスの
幻視図 描き起こし図
28
図 5a　アギオス・ヨアンニス聖堂 北壁 図 5b　アギオス・ヨアニス聖堂 描き
起こし図（Thierry (1983), p. 96）
図 6a アギオス・ステファノス聖堂 南壁入口
　　　上部
図 6b アギオス・ステファノス聖堂 描き
起こし図（Thierry (1983), p. 9）
図 7a アイヴァル・キリセ 北礼拝堂南壁
図 7b　アイヴァル・キリセ 描き起こし図
（Jolivet-Levy (2001), p. 334）
29
図 8　アルチャク・カヤ・アルトゥ・キリセ
（Thierry (1991), p. 53）
図 9　大鳩小屋聖堂 ナルテクス
図 10a サクル・キリセ 南壁 図 10b サクル・キリセ（Thierry (1991), 
p. 53）
図 11a アギオス・ゲオルギオス聖堂 南壁 図 11b アギオス・ゲオルギオス聖堂 南壁
（Thierry (1991), p. 53）
